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02. (NPO・地域・行政j連携による
f農+食+教育循環モデルjの構築
-(ノ八ラポ高槻Jの事例から
小長谷一之(大阪市立大学大学院創造都市研究科都市政策専攻教授)
1 .はじめに fNPO・地域・行政」連携による
「農+食+教育循環モデルjの構築
行政の自立的財政運営の必要性と市民活動意識の
高まりにより、新しい公共、 PPPなどの手法があらわ
れ、 NPO・地域 ・行政連携によるプロジェクトへの流
れが加速している。これまで行政セクターがおこなっ
ていたような活動も、その多くがNPOや社会的企業
が担うようになってきている。特に、総合的学習の時
間などのように教育活動の領域でも、既存の学校シス
テムの枠内では入りきらないように内容が広域化し、
創造性がもとめられるようになってきており、 NPOが
おこなうことが多くなっている。
本稿では、筆者が委員長となった文化庁の補助事
業で、高槻市におけるNPO・地域 ・行政連携による
「ノハラボ高槻」プロジェクトの事例を紹介する。ノ
ハラボとは=野原+ラボラトリー(研究室)の合成語
で、野原を舞台に教育活動を展開するという趣旨で
ある。[1年目]平成22(2010)年度地域文化総合活性
化事業「高槻 ・山岳2地域に伝わる文化を活性化・ 発
信し、継承する事業~ノハラボ高槻~J[2年目]平成
23 (2011)年度文化芸術振興費補助金事業「文化遺産
を活かした観光振興 ・地域活性化事業~ノハラボ高
槻~J[3年目]平成24(2012)年度文化芸術振興費補
助金事業「文化遺産を活かした観光振興・地域活性化
事業~ノハラボ高槻~J の2010 ~ 2012年度の3年間
続いた(主催はNPO法人ノ ート、高槻市や畑中農園、
Man Pukuカフェ、神峰山寺などが協力した)。
2. なぜノハラポなのか?一時代背景
このようなプロジェクトが出てくるようになった
背景には、以下のような理由がある。
( 1 )食(エネルギー)不安の時f-t・-筆者が2008年に大
阪府のアクティブシニアフェアを企画したとき、外国
産野菜問題が起こり「なにわ伝統野菜Jが有名になっ
たことがあったが「地産地消Jが今後の課題である。
(2)高齢化社会・課題解決型教育社会…高齢者は農 ・
健康 ・学習に関心が高い。またこれからの子供 ・著者
の教育も課題解決型・総合型学習が求められてpる。
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(3 )癒しを求める志向…あらゆる集客や産業で、癒
しがブームとなっている(都心のピルの商業でも物
販からリラクセーシ ョンへの変化がある。またテー
マJ ~ークのマーケテイング(U S J、ナガシマ)で
も、ヤングアダルトの絶叫系から癒しへのトレンド
の変化が大きな潮流となっており、全世代的に癒し
をもとめる自然回帰・エコ志向が強まっている。
3.なぜノハラポなのか?
一時代背景からトレンドへ
上記の(1)食問題と (3)癒しを求める志向から
「農・自然回帰jのトレンドとなっている。これに、
1)1農の市民化J…市民農園、農のブーム、 市民参
加(以下参照)。
2)1地産地消J=地域主体 ・自立型の経済。
3)1第6次産業化J=第1次+第2次+第3次産業
→第1次産業の高付加価値化・ 市民(民間)参加。
上記の (2)高齢化社会と著者の課題解決型学習の
要求から、
1)教育の時代→「総合的学習Ji生涯学習j
2)1地域個性を知る教育(地域文化・歴史・資源)J
という流れとなっており、とのような「農+食+教育
循環モデルjの構築がまさにもとめられている。
4.プロセス…地域教育による一石X鳥の効果
とのように、「農Ji自然Ji食」のトレンドをテーマ
にして、全世代的な学習フ。ロセスを構築することによ
り、地域の文化と歴史を学ぶ総合的教育、地域資源の
有効利用による地産地消、地域個性の強調による差別
化を実現する。その結果、ビジネスを起こし、そのビ
ジネス化のプロセスそのものも学習の教材とすること
ができる。プロジェクトで開発されたモデルの例をと
りあげよう。
ノハラボモデル(1)ー「ジュニア向け地産地消・ビ
ジネス体験モデルJ(図2-1) 
小中学生が、地元のレクチャーに参加し、地元にあ
る地産地消の食材を料理し、 それを、イベン トや地域
のショップで販売する。このプロセスを通し、地域文
化 ・食育 ・事業企画 ・販売運営体験などを学習し、最
終的な「地産地消Ji食Ji農Ji健康jの尊さを知る。
ノハラボモデル (2) 「ーヤング向け地産地消コンパ・
癒し体験モデルJ(図2-2) 
20・30代のヤングアダルト層が、自然の中にある癒
し型の拠点において、レクチャ にー参加し、地域文化
を学ぶとともに、 地元農家の地産地消の食材を料理
し、食す。みずから、 参加して、「地産地消Ji食Ji農J
「健康」を学び、また交流して、健康のネットワーク
を作る。
ノハラポマこユアル
ノハラポモデル (1 ) 
「ジュニア向け地産地消・ビジネス体験モデルJ
小中学生が.地元町レヴチャーに書加し、地元にある地産地滑の童材を科理し‘
それを.イベントや地域由ショッブで販売できるまでのプロセスを過し‘地場文化
・童膏・事量企画 ・販売遺書体駿などを学習し、最終的な『地盤地消Jr宣Jr農J
『健康J由尊さを知る.
図2ー 1(左)、 図2-2(右)
ノハラポマニュアル
ノハラボモデル (3) 
「親子向け地産地消・地域文化再発見モデル」
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図2-3(左)、図2-4(右)
ノハラボモデル (3)ー「親子向け地産地消・地域文
化再発見モデルJ(図2-3) 
親子が、 地元のレクチャーに参加し、地元にある地
産地消の食材を料理し、食す。また、地域文化の読
み聞かせ体験などを通じて地域を再発見する。地域
文化 ・食育などを学習し、最終的な「地産地消Ji食j
「農Ji健康jの尊さを知る。(1)と違うところは、参
加者で親世代自らが教える立場にたち、教えると同時
に学ぶ効果がある。
ノハラボマニュアル
ノハラボモデル (2) 
「ヤング向け地産地消コンパ・癒し体験モデルJ
20・30代田ヤンゲアダルト膚が、自然的中にあるI!ll-笠の鑓点において.レヲ
チャーに書加l-.地犠文化を学ぶとともに、地元..白地産地消の宜将を調理し、
貴す.みずから.書加して、 『地産地滑Jr食Jr.J r健康』を学び、また交流
して、健康のネットワ-')を作る.
7 
平成24年度文化庁「文化遺産を活かした観光振興地域活性化事業」採択事業 ノハラボ高槻
高槻とかいなかふえ
ねミNPO法人ノ一
、ーさ ..../)Vラ3
:高槻市悩力:畑中腹園、ManPukuかふえ
図2-5(NPO法人ノート)
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平成26隼
2月24日(日曜日)
午前の部:1 0:34-12:30 
午後の部:13:00-16:00 
場所 原公民館(旧清水岬樹齢
(大阪府高槻市大字原813)
定員 午前の部:先着20名(要申込)
午後の部:100名
'畑貴 午前の部:1500円(昼食付き)
午後の部:無料
一一一午前@薗{とかい助喝足}
・現地ヱクスカー ション
-昼食『畑中a・そぱ処努J・動、んてん舗.
午笹@鼠{とかいSか品え}
・ノハラiI也夜組発表
-クロストー ク
①ノハラ;ftxミー ツファー ム(M田tsReslonal)
震均さん(M田 tsResional.集長}
小隻谷一之さん(大阪市立大学大学院}
②ノハラポX地爆資源(.天・どぷろく)
川畑貴弥さん(ManPukuかふえ代表}
畑中秀子さん{畑中腹圃惣介蔵蔵元代表)
③ノハラポX食宵
蔵本勇こさん<I!t庫川女子大学}
鴎野美江さん{筑滋大学大学院}
映像上映:国立民銀学得物館映像資科
『高恨の耳障天づくりJ(鑑彫1988年}
平成24年度文化庁「文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業J採択事業 ノハラボ高槻
rnote 高槻とかいなかふえ
NPO法人ノー トxooo
~ノハラポ高槻発表会~
プログラム
午前の部(とかいなか遠足)続得Eggs践む)
JaattJ高槻市営パス神峰山口バス停集合、受付
1 0:40 (】 出発 NPO法人ノートが案内する原地区みてあるき
ガイド:小綿正武さん
(NPO法人森のプラットホーム高槻理事畏)
11 :30仁)r畑中腹園そぱ処秀」
I 蕎麦かんでん御膳(どぷろく試飲付き)
12:30C】 終了(その後午後会場に徒歩移動)
定員100名
午後の部(とかし¥1eI:1J¥，3，え)釧費:無料
12:000 開場・受付開始
12:30(】映像上映
国立民族学1導物館映像資料
『高槻の寒天づくり(17分/輝影1988年)J
13:00(】 開会
13:15 
13:30 
14:05 
14:20 
14:55 
15:30 
15:45 
15:55 
-E道長国語E
高槻市長狭拶
「ノ八ラポ高槻」の取組について
とかい芯かふえ(クロストーク)
かふえマスター;杉本 真一(NPO法人ノート)
①ノハラポ×ミーツファーム
蔵均さん(MeetsRegional編集長)
小長谷一之さん(大阪市立大学大学院)
(休憩・展示観明)
②ノハラポ×地域資源(寒天・どぷろく)
川畑貴弥さん(ManPukuかふえ代表)
畑中秀子eん(畑中農園惣介蔵蔵元代表)
③ノハラポ×食育
援本勇こさん(武庫川女子大学)
勝野美江さん(筑波大学大学院)
総括(小長谷一之さん)
今後の「ノハラボ高槻Jの展開
閉会
-午前の部(とかい主主か遠足)
集合:神峰山口バス停(高槻市営パス)
.午後の部
会場:原公民館(高槻市大字原813)
完i会濁に駐車スペー スはありますが(.前予約のみ30台)、
できるだけ公共交通後関をご利用下さい。
-お問合せ先 TEし/FAX:072・672・5173(NPO法人ノ トー)
ゲスト
平成25年2/24(日)
午前の部:10:34......12:30 
午後の部:13:00......16:00
臨量贋岨扇面融宿直:1)1，，~圃
蔵均さん(京阪神エルマガジン社)
1962年生まれ。高槻市在住。京阪神工ルマガジン社rMeetsRegionalJ編集長。編集プ
ロダクションや広告代理后等勤務を経て1996年に京阪神エルマガジン社に入社。
rSAVVYJIlJ.集畏、rLmagazineJ編集畏を経て、2010年12月より現砲。暮らしをデ
ザインするクU工イティブ集団rgrafJとの共同企画「ミーツファームJを展開。
小長谷一之さん{大阪市立大学大学院)
1959年生まれ。京都大学率、東京大学大学院理学系研究科修士標程修7.大阪市立大学
経済研究所を経て、現在、大阪市立大学大学院創造都市研究科教授。ノハラポ高線プロジ
ェクトチー ム聖書員長。著書!こ『地峨活性化戦略Jほか。
園調脇町函悶租膿蜘闘理由蹴冒醐
川畑 貴弥さん(ManPukuかふえ代表)
1972年生まれ.高槻市出身。寒天販売メーカーの営業を経て、高織の寒天発祥の歴史と
寒天のおいしさを伝えるために、型車天の食'メニュー とスイーツを提供するrManPukuか
ふえJをオープン。
畑中秀子さん(畑中農園惣介蔵蔵元代表)
高槻市原地区在住。畑中腹圃惣介蔵(そうすけぐら)蔵元代表。2007年から「高槻・とかいな
かIJ生特区Jを活用し、原地区で収積した新米を使った「どぷろく原(1まら}いっl<tいJを製造。
[@田監邑盈高温謹室温
勝野美江さん(筑波大学大学院人間総合科学研究科生涯発達専攻)
徳島県出身。社会人大学院生として仕事の傍ら、現喝の農家の方や先生たちのヒントにな
るようにと、心理学の観点から、子どもたちの盟業体験学習の効果などについての研究を
行っている。
藤本勇こさん(武庫川女子大学専任講師)
1962年生まれ。武庫川女子大学専任前師。徳島大学教育学部卒、鳴門教育大学大学院修
士額程修了、県内小学校教員を経て現臓。文郡科学省『積場教育指導資料小学校舗H食に
関する指導の手引きj作成要員。
E国蜘S!r41圏諸昌国岡国・JrAl!周囲1:11
杉本 真一(NPO法人ノート)
1976年生まれ。高槻市在住。
NPO法人ノート理事畏。
2010年からノハラポ高機を主宰。
その他膏少年教育プログラム
「摂津蚊・芥川わくわく探検隊jを主宰。
淀川管内河川レンジャー(支援・国土交通省淀川河}I，t!務所)。
高槻の地域の伝統文化の調査、体駿プログラムの実施、情報
発信に取り組んでいます.
地域の資産と、地践で活動する人たちとのつ主主がりを活用した
fノハラポスクールJを開催しています.
ht日/npo-note.com/ 
・参加希望の方は、下記に必要事項を記入の上、E-mailまたはFAXIこてお申込ください。申込〆切:2月22日(金)
・参加申込 E-mail info@npo-note.com FAX 0フ2-6ア2・5173
参加申込書(FAX:072・672・5173)
氏名 住所 午別の部 駐車場利用とかいなか遠足 (先着30台)
参加人数 名 電話番号 口(先参着加2す0人る・有料) 口希望する
※ご提供いただきました個人情報はこの企画の運営のみに使用し、法律に基づき適正に管理いたします。
図2-6(NPO法人ノート)
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5. ICTの利用による情報の循環をつくる
ICTを駆使する予習・復習を一般に広報し参加効果
を高める。次回参加者の応募→参加型のプロジェク
トの立案→参加当日→作る(農)、作る(調理)、食す、
企画・販売体験→ウェブへの掲示(復習効果、 予習
効果)→ウェプへの書込み→参加意欲の高まりという
「好循環サイクルJを作る(図2-4)。
6.高槻という郊外都市の魅力
之のようなプロジェクトは、乙れから都市間競争が
激化する郊外都市の活性化に有効である。特に高槻
は、「市民力Jがあり、自然を愛し、健康に意識の高
L、人が多いまちであり、プロジェクトにふさわしい特
質があった。
(1)歴史都市であること…古代 (1日本国初代天皇(実
質)の陵(実質)があるJ今城塚古墳は実際の継体天皇
陵といわれている)+中世 (1瞬間の幕府J足利将軍が
滞在した普門寺、「富田が一向宗(浄土真宗)北摂布教
の拠点、J)+近世(高山右近)など名所が多数。
(2)食・健康都市…実は食品産業都市でもあり、健康
産業への志向有り。駅前にオーガニックカフェが集積
している。市民は健康が好き。
(3)自然都市…都市経済論では、都心の居住者は家
の広さや自然の美しさよりナイトライフを楽しむ人で
あり、郊外の居住者は自然の美しさを選択している人
である、高槻ジャズス トリー トなどにみられるように
「市民力のまちjであり郊外の気質がある。
7.高槻市内における市民農園の立地
高槻市民が「農JI自然Jに関心が高いことは、市民
農園が多いことからも分かる。前田 (2011a)によれ
ば、高槻市内の市民農園は、 1)芥川・ 槍尾川の水系
に沿う形で多数存在している→水利が必要、 2)商業
中心地である JR.阪急の主要駅近辺にはあまり存在
しな p→高い丸h{~の商業中心からは速いところ、 3)
土地利用的に、他の有力な用途が安定しない、新幹線
沿線の土地か、住宅地の周辺である山麓線に立地、の
3条件をみたし、以下の4つのエリアに集中している
という。[エリアA=(槍尾川水系)x (新幹線沿線)J
[エリアB=(芥川水系)x (新幹線沿線)][エリアC=
(槍尾川水系)x (山麓線)][エリアD=(芥川水系)x 
(山麓線)J。住宅地に近い周辺部に市民農図が多数立
地している。
また、農の 1Tベンチャーも巣立っている。同じく
10 
前田 (2011a)によれば、大阪府高槻市のインキュベー
タ1miniマッチ箱Jを卒業し、農地活用の独創的なビ
ジネスモデルを提案し、急成長しつつあるベンチャー
「株式会社マイフ ァー ム」がある。耕作放棄地の 「斡旋
と教育 1T Jで急成長。[農家 ・地主]は [所有者]と
して、[マイファーム]は [管理者]として管理指導、
[市民]は[営農者]として農業をおこなう三者契約
を、 [マイファーム]が「鹿闘利用方式」に則る形で斡
旋をおとなう
このように、市民農園のモデル (前田)は、 (1 ) 
ICTの活用=農の見える化=①農に対する情報開示と
不安の解消+②双方向コミュニケーション。(2)教
育産業としての農=①農に関する知識の伝達機能+
②教えられる側から教える側への進化 (卒業生がリー
ダーに)+③コーデイネートとナビゲートである。
[参考文献]
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